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「自 ら課題 を発 見 し、課題解 決 がで きる生徒 を育成 す る学 習指導 の工夫 」

～ 「1・2年 生からの選択制授業」「保健の課題学習」 を通 して～

1研 究主題と研究の方針

1主 題設定 の理 由

これか らの学校教 育に求め られる もの と して、児童 ・生徒 に 「ゆ と り」 の中で 「生 きる力」

をは ぐ くむ とい う基 本的な方向が示 されている。この 「生 きる力」 とは① 自分で課題を見つけ、

自ら学び、 自ら考え、主体 的に判 断 し行動 し、 よ りよ く問題 を解決する能力 、② 自らを律 しつ

っ、他人 と共に協調 し、他人 を思 いや る心や感動す る心 な ど豊か な人間性 、③ た くま しく生 き

るための健康 や体力 の3点 をその要素 と している。

保 健体育 において も、生 涯学習社会の 中で学習指導要領が示す 「自ら学ぶ 意欲 と社会 の変 化

に主体的に対 応で きる能力の育成 を重視す ること」等 の趣 旨にそ って、学習 指導 の工 夫 ・改 善

が求め られている。

本年度は、激 し く変化 する社会の 中で、 自らの力 で課題 を発見 し解 決す る能力を養 うとい う

観点か ら、体 育では、「1・2年 生か らの選択制授業」 を、保健 では、「課題学 習」 を年 間指 導

計画 に位置付 け、その具体 的指導方法の研究 を進 めるため、「自ら課題 を発見 し、課 題解 決 が

で きる生徒 を育成する学習指導の工夫」 とい う主題 を設定 した。

2研 究の方 針

本研 究では、1・2年 生か らの選択制授業の指導 と保健の課題学習について、体育班 と保 健

班の2班 に分かれて、生徒 及び教師 の意識 ・実態調査 を行 い、その結果 をもとに仮 説 を設定 し

た。その仮 説 をふ まえて、それぞれに指導計画 を立案 し、実証授業 を行 うことによ り検証 す る

ことに した。

(1)体 育班では 、課題解決型の学習形態であ る選択 制授業 の趣 旨を確認する とともに、1・2

年生では、選択制授 業の実施状況が一割程度であるこ とを踏 まえ、1・2年 生 での選択 制授

業の実施 を研究課題 と し、学習指導の工夫 ・改善に取 り組 んだ。

(2)保 健班では、本年度の研究主題 に もとづ き、課 題学習 にお ける学習指導 の工夫 ・改 善 を行

い 、生徒が 自己の健康 に関する課題 を発見 し、課題解決がで きる能力 を育 成する学 習指導 の

研究 を進めた。

3研 究 の 経 過

平 成10年4月 ～6月

7月 ～8月

9月 ～11月

11月 ～12日

平 成11年1月 ～2月

研 究主題の設定 、研究計画、研 究構想図 の作成

意識 ・実態調査及 び集計 ・分析 ・考察 、仮説の設定、指導計画の検討

指導計画の作成 、実証授業 、結果 の分析 ・考察

報告書の作成

研 究発表の準備 、研究発表の整理 と反省
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4研 究の構想図

「中央教育審議会」、「教育課程審議会」、「保健体育審議会」の各答申及び 「学習指導要領」

保健体育科の 目標

健康 ・安全 や運動 につ いての理解 と運動の合理的 な実践 を通 して、計画 的 に運 動

をす る習慣 を育 てる とともに、健康の増進 と体力 の向上 を図 り、明 る く豊 かで活 力

のある生活 を営 む態度 を育 てる。

i
生 涯 体 育 ・ス ポ ー ツ

の 観 点

新 しい学 力 観 ・指導 観 ・

評価 観

「生 き る力 」

1 1
研 究主題 「自 ら課題 を発見 し、課題解決がで きる生徒 を育 成する学習

指導の工夫」

基 礎 研 究

先 行 研 究

調 査 研 究

生徒 の意識 ・実態調査

教師の意識 ・実態調査

(1)体 育

② 保健

研 究 仮 説

選択制授業 を3年 間の学習指導計画 に位置付 け、生徒一人一 人の個 性

や能力 を生 かす学習過程や教師のかかわ り方 を工夫す ることによ り、 自

ら課題 を発見 し、課題解決がで きる生徒 を育成す るこ とがで きる。

生徒が 自 ら健康や安全に関心 をもち、課題 を把握 し、 自主的 ・自発 的

に学習 を進め 、課題学習 を行 うことによ り、生涯 を通 じて健康 な生 活 を

実践で きる態度や意志決定能力 を育成す るこ とがで きる。

実 証 授 業 検証・修正一=】
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ll研 究の内容(体 育)

1

・調 査 期 間

・調 査 対 象

選択 制授 業に関する意識 ・実態調査

平成10年6月 ～7月

都立高等学校保健体育科教諭

都立高等学校1年 生107名

・調査 内容 生徒

生徒

教 師

教 師

1・2年 生実施校)

3年 生 実 施 校)

1・2年 生実施校)

3年 生 実 施校)

選択制授業の感想、問題点

上記 内容 と同一

選択制授業への期待 学習計画の立案 学習資料の問題

今後の導入計画1・2年 生へ の導入 の条件 、課題

102名(1・2年 生実施校40名 、3年 生のみ実施校62名)

2年 生112名3年 生183名 計392名

教師のかかわ り方 自己評価

(1)調 査 結 果 と考 察

《生 徒 の意 識 ・実態 》

A群 …3年 生 実 施 校3年 生 の グル ー プ

B群 …1・2年 生 実 施 校3年 生 の グ ル ー プ

C群 …1・2年 生 実 施 校1・2年 生 の グ ル ー プ

ア 選 択 制 授 業 の よ い点

15。6

23.8%

A群

2.5%3。3%

%041

♪

4.9%9.0%

B群

1。3%

2.6%AO9%

15.3%

27.2%

跳39＼
⊃

/

1,7%11.9%

17.0%

C群

5.7%
口 学 習 意欲 の 高まり

騒 自分たちで 計 画

■ 自分 で問題 を発 見34
・8%N高 い技 能

昌 楽 しく能 率 良 く

園 スポー ツを行 える自信

翅 カード、ノートが 良か った
4・9%團 その他

① どの グル ー プ も選択 制 授 業 の よい 点 を 「学 習 意 欲 の 向 上」、「高 い技 能 が 身 に付 く」、 「楽

し く能率 よ く行 え る」 と回答 して い る 。

イ 選択制授業の問題点

A群 B群 C群

19.7器

28.9竃

23.7毘こ
・

・09

.∵.・:・

::::::ジ

ニ}:ダ27 .6器

5.6%

,。.8縦 蔭},23・6%
』圏 一一一

・:・:・:・:・

膨…熾

8.2男

_幽齢 絶㌔ 農盆糠 燦

剛 齢 琶継 翫 ・一
34。7器 21.9鑑

①A,B群 の比 較 で は、 両者 と もに 「カ ー ド、 ノー トが面 倒 」 とい うの が 、最 も多 い 回 答

で あ るが 、B群 で は2番 目に 「技 能 向 上 が 物足 りな い」 こ とを問 題 に して い る。 これ は 技

能 向上 に つ い て の教 師 の指 導 の工 夫 、生 徒 の活 動 の 工 夫 が 必 要 な こ と を示 して い る。

②C群 で は 、 「好 きな種 目が 出 来 な い」 が 最 も多 い 回 答 で あ り、2番 目に は 「自分 た ち で

活 動 が大 変」 で あ る と回答 して い る。
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ウ 教師のかか わ り方

21.7%

14.5%

A群
10.8%

13・3%6
.0%

卿733
ー

31.4X

7.3

B群

1.5%6.6%

5・1%1 .5%

%746

多
20.3X

C群

2●7%10 .5%

15.2%

19.9%

ii25…

6.3%

口 活動中はかかわらない

国 要請があったときのみ
■ リーダーのみ指導

■ 常にかかわって欲しい

冒 学習計画立案時にもっと
皿 技能をもっと教えて

翅 その他

① 三つの グループ ともに、 もっとも望んでいるこ とは、「要請があった時 のみ指 導 して ほ しい」 で

あ り、二番 目に 「技能 を教 えて ほ しい」 と望 んで いる。 これは、 自由に活動 させ てほ しい と希望す

る一方 、技能 ・技術 に関 して は、 もっと教 えてほ しいと希望 している もの と考 え られ る。

② また 「常 にか かわってほ しい」は、A群 では13.3%、C群 では19.9%と 回答率が比較 的高 いが、

B群 で は5.1%と 低い 。これ は、選択制授業 に対す る経験の違いである と考 え られる。

工 自己 評 価 の 問 題(個 人 カ ー ド、 学 習 ノー トの意 義)

15.0%

16.0%

6.0%

A群

14.0%

6.0%

8.0%

15,0%

19.9

26.1%

B群

8.0%

9%

4.6%

8.8%

3。4%

14.

12.8%

5.8%

C群

16.4%

〔]自主的な意欲の向上

.1%国 技能向上の意欲を持つため

■ 技能の達成度を知る

■ ルール 、練習法の知識理解

7.3%目 安全に活動 を行うため

皿 効果的、効率的な練 習をするため

膠 課題の発 見、解決のため9
・5%固 その他

① 三つのグループとも個人カー ド、学習ノー トの意義を十分理解 している。

② 「課題の発見、解決」「効果的、 効率的な練習をするため」に関しては、B群 が最 も高い回答率

を示 している。これは選択制授業の導入の成果であると考えられる。

オ 選択制授業導入時期の希望

A群

19.0鴇 転
、

::'

:ii4生4%

36.5%

B群

13.6%

」■翻■一■■一圏

25.2%

鴎の

=:

舞61 .2%

C群

7.5%

25.5%

の

、く
...
禽 高

6∩

箇1年 生から
:■2年 生から
、 翻3年 生から

67.0%匿 ・∩・:・:

① 三つのグループともに1,2年 生からの導入を望んでいる回答が圧倒的に高い。

② 導入希望の割合が、A群 とB,C群 とではかなり相違がある。これは選択制授業の経験の差 であ

ると考えられる。

《教 師の意識 ・実態》

ア1・2年 次 実施校の教師

(ア)選 択制授 業 を通 じて生徒 に期待す るこ と

15或2%T1・2%22.。%

一

19。5%

19.5%

護20・7%

口 生徒の自主的、主体的活動

騒 課題発見、解決能力
■ 技能、技術の向上

● 運動、スポーツへの興味

農 体力の向上と健康維持
皿 生涯スポーツへの発展

■ その他

① 選択制授業に対する期待では、

各項 目とも差 はないが、「生徒

の自主性」「課題発見、解決能

力」の回答率が高い。
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(イ)生 徒 に毎 時の活動 目標や計画 を立案 させ ているか、 また立案 させ ない理 由

姐
%545

① 「活動 目標 、計画 を立てさせている」は24.2%、 「どちらも立てさせない」 は54.5%と 高い。

② 「立 て させ ない」理 由と して、「活動 に時間 をかけたい」 とい うのは5%と 低 く、「指導 を してな

い」「生徒の力で は無理」 とい うものを合わせ ると35%と か な りの割合 を しめ て いる。 また 「教 師

主導だか ら」 とい う回答は40%あ り、選択制授業 の学習の進め方 は、教 師主導 とい う学習形 態が 半

数程度あ ることを示 している。

(ウ)個 人 カ ー ド、学 習 ノ ー トの 使用 とそ の効 果

64.5%

16,1%

幽 、

16.1%

3.2%

ロ カード、ノートを使 用

国 学 習ノートを使用

■ 個人 カードを使 用

昌 どちらも使 用 していない

152%

27.3%

3.0%

12.1%

30.3%

2.1%

口 自主的、主体的な取り組み

騒 技能の不足を発見
■ 勝手な生徒も、協力

● 相互に教え、技能向上した
目 学習の見通しが立った

翅 その他

① 「カー ド、ノー トの両方 を使用 している」 とい う回答は16.1%で あ り、「どち ら も使 用 してい な

い」 という回答 は、64.5%に ものぼる。

② ノー ト・カー ドを使用することで、「生徒が自主的 、 自発 的 に取 り組 むようになった」 とす る回答 は

30.3%と 最 も多 く、ついで、「お互いに教え合い、技 能の向上が見 られた」 とする回答が27 .5%で ある。

国 自己評価の内容

23.7%

13.2%

18.4%

23.7%

口 楽しく積極的に参加したか
国 協力、安全の観点

■ 自分にあった目標を設定
■ 色々な工夫

昌 技能向上に努力したか
㎜ 課題発見・解決する活動をしたか

團 その他

① 「協 力、安全 の観点」 とい う

回答 と 「技能向上に努力 したか」

とい う回答 が23.7%と 多い。

② 「課題発見 ・解決」 とい う回答

は7.9%と イ氏い。

イ3年 次実施校教 師

(ア)今 後1・2年 生 で選択制授業 を導入するか、また実施 を予 定 しない学校 の予 定 しない

理 由

口 生徒に取り組むカがない

国 教師主導だから

團 時間割編成上無理
置 その他
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① 「予 定 しない」 とい う回答が60%あ り、「2年 生」か らとい う回答が33.3%で あ った。

② その理 由で最 も多い回答は 「その他」 で42.3%で あ り、次 に 「時間割編成上 出来 ない」 とい うの

が40.4%あ った。 また 「教師主導」、「生徒が主体的 に出来 ない」 とい う回答 を合 わせ る と17%あ っ

た。 これ らの ことか ら 「生徒 に任 せるこ とは出来 ない」 とい う教師あ意識 が働い ている傾 向が うか

が える。

③ 「その他」 の理由は以下の ような内容 である。
・1・2年 で基礎 を、3年 での実施が継続性があ る。
・3年 生 で実施 してい るが、準 備に時 間がか か り現状では無理 。
・教 師主導 で授業 を行 うことが大切 。
・種 目の偏 り、体験 させる とい う意味 で必修 で行わせ る必 要がある。
・指 導内容 ・活動が徹底 で きない。

(イ)1・2年 生 で行 う には 、 どの よ うな課 題 、条 件 が あ るか

① 施設、教員数、時間割教科内の了解などの回答が多い。その中で
・主旨を徹底するにはそれについての理解 と学習をし、担当 した内容について自信 を持って指導

できることが必要。
・指導内容、活動の徹底、施設、教員の充足 といった指摘 もあった。

2調 査 結 果 の ま とめ と仮 説 の設 定

(1)生 徒

ア 選択 制 授 業 の 意 義 に つ い て は 、 よ く理 解 して い る

イ 教 師 の か か わ り方 に つ い て は 、 「必要 に応 じて ア ドバ イス して ほ しい 」、 「よ り高 い 技

能 が習 得 で きる よ うに か か わ っ て ほ しい 」 と希望 して い る 。

ウ 自己評 価 の 意 義 と、個 人 カ ー ド ・学 習 ノ ー トの 意 義 に つ い て もよ く理 解 して い る 。

エ1・2年 生 か ら、選 択 制 授 業 を行 って ほ しい と希 望 して い る 。

オ 選 択 制 授 業 は3年 生 か らで よい とす る生徒 が 、現 在 の授 業 で課 題 と して い る こ とは 、

「リー ダー の 問 題 」 と 「技 能 向 上 の 問題 」 で あ る。

(2)教 師

ア 選択制授業 の趣 旨を生徒 に理解 させ ようと努力 している。

イ 自己評価の必要性 を感 じているが、1・2年 生実施校で も半数 しか行 ってい ない。

ウ また選択制授業 を行 って いるの に、 自己評価 の観点 で 「課題の発見 ・解決」 を掲 げ て

いる学校 は数%し かない。

工 自主的 、自発 的活動 を希望 しなが らも、1・2年 生実施校で も約半数が 、教師主 導 で

あ る。

オ1・2年 生導入 を検討 していて も、施設、カ リキュラム、教科 ・学校の合意 、生徒 の

力不足 を理由 に6割 以上の学校が無理 と判断 している。

力 教師 には、1・2年 生で は 「教師主導」、3年 生では 「選択制 授業 」 とい う固定 的 な

考 え方があ る。

意識 ・実態調査か ら生徒 と教師 とでは以下の点が鮮明 になった。
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【生 徒】 【教 師 】

◎1年 生か ら実施 したい。

① 学習意欲が高 まるか ら。

② 楽 しく能率良 く授 業が行 えるか ら。

③ 高い技能が獲得で きるか ら。

ノ ー ト、 カー ドの記 入 が大 変 。

計 画 を立 て る の が 大 変 。

◎1年 生か らでは実施で きない。

① 生徒の力では計画 を立てる の は無 理

だか ら。

教 師主導の授 業だか ら。

生徒へのかかわ り方 を工 夫す る。

生徒 の希望 を しっか り把握 す る。

個 人 カー ド、学 習 ノ ー トの 活用 に よ って

自主 的 ・自発 的 に活 動 が で きる よ うに な った 。

友 達 との教 え合 い で 、技 能 の 向上 が 見 られ る よ うに な っ た 。

生徒が 自主 的 ・自発的授業 を展開する ようになるには、教師が どれだけ 「支援 す る こ

とがで きるか」 に よる。直接的 に指導 するこ とも大切だが、それでは生徒 の主体的な様々

な活動が生 まれに くい。教師が 「いつ」 「どこで」 「どの ような」 かかわ り方 を しな けれ

ばな らないか につ いては、生徒 の活動 を しっか り観察する ことが大切 である。

以上の結果か ら次 のような仮 説 を設定 した。

選択制授業 を3年 間の学習指導計画に位置付け、生徒一人一人の個性や能力 を生かす学

習過程や教師のかかわ りを工夫することにより、自ら課題を発見 し、課題解決で きる生徒

を育成することができる。

3研 究 の視点

仮説 の検証 を行 うにあた り、上記 の意識 ・実態調査 か ら明 らかになった内容 を踏 まえて、

生徒 の活動欲求 を満 た し、生徒が 自主 的 ・自発的 に活 動 を展 開 し、自 ら課題 を発見 し、解決

す る能力 を育成す るため には、「教師が どの ようなかか わ り方 をすべ きか」 を視 点 と して研

究 を進め ることと した。

(1>学 習指導 に関 して

ア 生徒 による自主的 ・自発 的授業 の重視。

イ 生徒一人一人の運動 に対 する興味 ・関心、種 目の経験 、使用可能 な施設 を考慮 し、希 望

種 目のア ンケー トを取 り生徒 に決定 させ た。
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(2)学 習過程 に応 じた教 師のかか わ り方

単元 を 「オ リエ ンテーシ ョン」「自立的 、 自発的活動」「ま とめ」の3段 階で構成 した。

教師 は生徒 の活動 に対 して、支援者的立場 をと り、活動意欲の高揚 につ なが る発 問や課

題提示 を行 う。

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

◎ 選択制授業 の理解 を促 す支援

① 選択制授業実施の趣 旨 ・ね らい を説明 し、正 しく理解す るように促す 。

② 学習 の進 め方 につ いて正 しく理解する ように促す。

③ 学習資料(個 人 カー ド、学習 ノー ト、授業計画書、技術解説書、練習方法マニュ

アル、VTR)を 活用 し、授 業の見通 しを具体化す るように促す。

④ 計画や 目標 を作成 し、相互 に発表 し活動 を具体化す るように促す。

⑤ 活動 を 自己評価す るこ とで、課題や 目標が何 かを理解す るように促す 。

⑥ 運動種 目の特性 を理解 し、安全 に実施す る態度 を理解す るように促す 。

自

主

的

自

発

的

活

動

◎ 生徒 に気付 かせる支援

① 個 人カー ド、学習 ノー トの活用が 自分やチームの課題 を解決す る手段 であ るこ

とを理解 させ 、細か く目を通 し必要 に応 じてア ドバ イスをす る。

② 課題や 目標達成の活動がで きているか巡 回 し、円滑 にで きてい ない グループへ

発問や課題提示 を行 う。

③ 学習活動 の課題 を明確 にする学習資料 の活用 を促す。

④ 自己評価 は、評価項 目に従って客観 的に記入す るよう促す。

⑤ 新た な課題や 目標 を個人 カー ド、学習 ノー トに記入す る。

◎ 生徒 の 自主的 ・自発的な活動 を促 す支援

① 生徒の 自主的活動 を見守 り、必要 に応 じてア ドバ イス を行 う。

② 互い に教 え合 うことで、技 能の向上がみ られることに気付 かせ る。

③ 技 能や技術 の向上、ルールを理解す ることによ り、楽 しく活動 で きる ことに気

付 かせ るようにする。

④ 個入 カー ドや学 習 ノー トに疑 問点や改善点 を記 入するこ とで、課題 発見の方 法

を理 解 させ るようにす る。

ま

と

め

◎ 課題解決 の方 法の理解 と定着 を進 める支援

① 計画→活動→評価 を くり返す こ とによって、課題解決 の筋道 を理解す る ように

促す 。

② 課題発見 ・解決 の筋道 の理解 を進め、活動の楽 しさを求 めるよ うア ドバ イス を

行 う。
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(3)学 習資料の活用 の工夫に関 して

ア 個人 カー ド、学習 ノー トの活用 を十分 に指導す る。

① 個入 カー ドには、 自分 の課題や 目標 を具体 的に書 き、活動する ことによって課題 の

達成度や疑問点 を記入する。これに対 して教師は、生徒からの問題点や疑問点にはカー

ドで具体的 に答 え、課題解決 の手がか りを与 える。

② 学習 ノー トは、 グループの課題や 目標 、学習計画及び役割分担 を記 入 し、全 員が 同

じ課題や 目標 に向かっているこ とを確認 する。学習 ノー トを必要 に応 じて活用 す る よ

うにア ドバ イスする。

グルー プ活動 で発生 した問題点や疑問点が記入 されてい る場合 は、それについ ての

ア ドバ イス を必ず記 入 し、意欲的活動につなが るようにす る。

イ 学 習資料 について十分 に指導す る。

学 習資料 には、個人カー ドや学習 ノー トの他 、各単元の授 業計画書 、技術説 明書、 練

習方法マニュアル、VTR、 ス ライ ドな どの視聴覚機器があ り、課題解 決に有効 な手段

となる。

① 授業 計画書 は、単元 の計画 を立てる段 階で 、生徒 の学習の見通 しを具体化 させ る よ

う活用 す る。

② 技術 解説書 は、 自分や グループの課題 や活動 中に生 じた疑問、今 ある技 能 よ りさ ら

に高度 な技 能 を身 に付 けたい と考 えた時な どに活用 し、技能の向上 や課題解 決の方 法

を知 るため には効果的である。

③ 練習方法マニュアルは、練習内容や練 習方法 を決め るときやグループ活動 が停滞 し

ている とき、今 ある技能 よ りさらに高度 な技能 を身 に付けたい と考 えた ときな どに活

用 する。

④VTR、 ス ライ ドな どの視聴覚機器 は、 自分やチームの技 能を把握 する とき効果 的

であ り、技 能の向上 や課題 を修正する ときに も活用す る。

特 に技術解説書 ・練 習方法マニ ュアルは、施設 ・設備の状況や生徒 の実態 にあわせて、 市

販の ものだけでな く教 師 自らが作成 した ものを用意す ると、一層生徒 の意欲 を引 き出す こ と

がで きる。

以上の ように、生徒 の 自主的 ・自発的活動 を補助す るため に、学 習資料 を効 果的に活用 す

ることで課題の発見 と解決す るため の能力 を身に付 けることがで きる。
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4選 択制授業の学習指導計画例

1

に

ー

1 2 3 ～ 12 13～15

学 習の深 ま り ・高 ま り

教

面臼

の

か

か

わ

)卜

自

主

的

自

発

的

な

学

習

活

動

評

価

選択制授業の理解を深める支援

→
生徒に気付かせる支援

→ 1自主的 ・自発的活動・促す瑚

オ リエ ンテー ション

☆ 選択制授 業の趣 旨。

☆授 業の方法(流 れ)。

☆ 自己評価 の方法

☆個 人カー ドの記 入。

☆学 習 ノー トの記 入。

☆単 元計画の立案 。

☆毎 時の計画の立案 。

→ 課題解決の方法を理解し定着させる支援

課 題 発 見 ・ 解 決 の プ ロ セ ス

團 一

⇒
授業計画 の立案

☆個 人、グループの課 題を考 慮 し

毎時 の計画 を立てる。

☆ 「め あて」 となる具 体的な数値

ゲ ームを設定す る。

活動の展開

☆計画内容 を確認す る。

☆課題 を明確 にす る。

☆計画通 りに活動 を行 う。

☆ 相互に協力 して活動す る。

☆ 簡易ゲーム等、 自己評価 で きる内容 を積

極的に行 う

☆ グルー プミーテ イング。

☆ 個人、 グルー プでの評価。

カー ドの記入。 ⇒

計画の見直し

ま とめ

☆
個
人
カ
ー
ド

・
学
習

ノ
ー
ト

の
整
理

☆
目
標

や
課
題

の
達
成
度
を
確
認
す
る

⇒

・選択 制授業 の趣 旨 ・方法を理 解 し

ているか。
・自己評価 の大切 さを理解 している

か。

・具体的数値(回 数 、時間等)や 、簡単 なゲームを

設定 し、自己評価 の基準が作 れてい るか 。
・安全 に活動 しているか。
・自己評価 を繰 り返す中で課題が具体的、鮮明になっ

て いるか。

・毎時間の評価 を十分 に行 い、次 の活動 の計画 に反映 して
いるか。

・自己評価が 、 より具体的 な 目標 、課題 に発展 しているか。
・技 能、ルールにつ いての知識 を理解 しているか。
・自主 的、自発的に活動 しているか。

自
ら
課
題
を
発
見
し

・
課
題
解
決
が
で
き
る
生
徒
の
育
成



5選 択 制授 業 の 指 導 事例(実 証 授 業)

(1)単 元 名:選 択 制授 業(男 女 共 習 、生 徒 の 希望 種 目を設 定)

(2)時 間:16時 間 中 の4時 問 目

(3)学 年:第2学 年D・E組 男 子38名 女 子33名 計71名

(4)本 時 の ね らい

ア 個 人 、 グル ー プの課 題 を把 握 し、 学 習 目標 の達 成 を図 る 。

イ 個 人 カー ド、 学 習 ノー ト、学 習 資 料 を活 用 し課 題 の解 決 を図 る。

ウ グル ー プ内 で の 役 割 を 自覚 し、責 任 を果 た す 。

工 自己 評 価 を行 う。

(5)種 目の ね らい

ア ソフ トボ ー ル ー 投 、捕 、打 の 基 本 的技 能 を身 につ け る。

イ ア ル テ ィメ ッ ト フ ラ イ ング デ ィス クの操 作(投 、捕)に 慣 れ 、

戦 術 を理 解 す る 。

ウ バ ドミ ン トン ー 基 本 的 ラケ ッ ト操 作 、 ス トロ ー ク 、 ドラ イ ブ 、

本 的 技 能 を身 につ け る 。

エ バ レー ボ ー ル パ ス 、 スパ イ ク の基礎 的技 能 を身 につ け る 。

(6)用 具:個 人 カ ー ド、学 習 ノ ー ト、 学 習 資料 、各 種 目の必 要 用 具

(7)学 習 指導 計 画

ゲ ー ム を 通 して

ス マ ッ シ ュ の 基

展開

ま`

じ

め

な

か

お

わ

り

学 習 内 容 ・活 動

◎学 習計画 の確 認
・学 習内容

・個人、 グル ープの 目標
・役割確認

◎ グルー プ活動

(課題、 目標達成のための

活動)
・ソフ トボー ル

・アルティメ ッ ト

・バ ドミン トン

・バ レーボー ル

◎活動 の評価

・個 人、グループの評価

・カー ド、 ノー トの記 入

・新 たな課題 、 目標 の設定

教 師 の か か わ り

★学習内容が課題解決、目標の

達成にそっているか確認する

ように促す。

★ゲームを実施する場合は、め

あてを明確にするように促す。

★施設設備の安全確i認を徹底す

るように促す。

★今ある技能で活動 を楽しみな

が ら、運動技能を把握するよ

うに促す。

★ゲームを楽 しむために必要な

技能は何かを気付かせるよう

にする。

★活動の状況を把握するために

細かく観察 し、ノー トやカー

ドを通して課題解決の方法に

気付かせるようにする。

★必要に応 じて学習資料の活用

を促す。

★課題解決のための評価がで き

ているか確認 を促す。

★評価をもとに、新たな課題、

目標や活動計画を立てるよう

に促す。

評 価

☆個人、 グループにあった 目標、

活動計画 を立てて いるか 。

☆役割分担を基に活動 している

か。

☆ 自主的 ・主体的に活動 してい

るか。

☆各種 目の特性に応 じた技能を

身につけたか。

☆技能を身につけ、ゲームの中

でいかしているか。

☆各種 目に必要なルールを理解

しているか。

☆安全に留意 して活動 している

か。

☆ 自己の役割の責任 をもって実

施 しているか。

☆ ノー トや カー ドに活動の達成

度や疑問点、次の課題 、 目標

を書 き込んでい るか。

☆課題解決の筋道 を理解 してい

るか 。
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6実 証 授 業 の 結 果 と考 察

仮 説 を検 証 す る ため 、実 証 授 業 後 に、 生徒 を対 象 に した 「選 択 制授 業 に つ い て の ア ンケ ー ト

調 査 」 を実 施 した。 そ の調 査 結 果 と考 察 は、 以 下 の通 りで あ る。

(1)選 択 制 授 業 につ い て の ア ンケー ト

(対 象:都 立 高 等 学 校 第2学 年 男 子37名 女 子27名 計64名)

ア 選 択 制 授 業 を実 施 して

「楽 しか っ た し、満 足 して い る」 … …48名(75%)

「まあ まあ だ っ た」15名(23%)

以 上 の 結 果 か ら、生 徒 は、2年 生 で選 択 制 授 業 を実 施 して も、 充 実 感 が得 られ る。

イ 選 択 制 授 業 を楽 し く行 うため に必 要 な こ と

「自 ら進 んで や ろ う とす る意 欲 や 課題 意識 」 ……37名(57%)

「友 達 との 協 力 」26名(40%)

以 上 の 結 果 か ら、 自己の 能 力 にあ っ た 課題 の設 定 、 課 題 の解 決 に 向 け た工 夫 や 意 欲 等

が 、選 択 制 授 業 を充 実 させ 、 また 選択 制 授 業 を実 施 す る にあ た っ て 、 生徒 は お 互 い の協

力 を重 視 して い る 。

ウ 教 師 の か か わ り方 につ い て

「活 動 中 は、 申 し出の あ った 時 だけ 指導 して ほ しい」 … …38名(59%)

「活 動 中 は、 常 に かか わ って ほ しい」7名(10%)

「技 能 を もっ と教 えて ほ しい 」7名(10%)

以 上 の 結 果 か ら 、選 択 制授 業 で は い ろ い ろ な場 面 で 支援 ・指 導 を使 い分 け 、 教 師 の か

か わ り方 を工 夫 す る こ とが 必 要 で あ る 。

工 個 人 カー ド ・学 習 ノ ー トにつ い て

大 部 分 の 生徒 が 、 個 人 カー ドや学 習 ノ ー トで そ の 日の 学 習 を反 省 し、新 た な 課 題 を 設

定 す る上 で 必 要 で あ る と認 め て お り、教 師 に よ る カー ドで の ア ドバ イス は 、好 評 で あ っ

た 。

オ 選択 制授 業 の 実 施 時 期 につ い て

1年 生 か ら… …35名(54%)

2年 生 か ら… …25名(39%)

1年 生 か ら実 施 した い とい う生 徒 が54%、2年 生 か ら とい う生 徒 も39%あ っ た こ とか

ら、生 徒 は1・2年 生 か ら選 択 制 授 業 を行 ない た い とい う希 望 を もっ て い る。

…・選 択 制 授 業 実施 後 に お け る主 な生 徒 の 感 想

○ 個 人 カ ー ドで 、先 生 とコ ミュニ ケー シ ョンす る の が楽 しい。

○ で きな い こ と も、 自分 の ペ ース で 解 決 で きる 。

○ 友 達 と協 力 しな い とで きな いの で 、 関 係 が よ り深 くな っ た。

○ 充 実 した学 習 内容 で な くて も、 常 に 目標 意識 を もっ てい るの で 達 成 感 が あ る。

○ 一 斉 授 業 の 時 よ りも、教 師 が 自分 た ち を よ く見 て くれて い る感 じが す る。

一13一



7研 究 の まとめ と今後 の課題

(1)研 究 の まとめ

本研 究において、選択制授業 を通 して研 究を進めて きた結果、次 の ことが明 らかになった。

ア 選択 制授 業 を1・2年 生か ら実施するためには、オリエ ンテーシ ョンを重視 し、生徒 の

学 習経験 を生 か して よ り豊か な選択制授 業がで きるように、授業 の趣 旨やね らい を十分理

解 させ た。そのこ とに よって 、合理的 ・計画的に自 ら進んで積極 的に運動 を実 施す る態 度

を育 成す る ことがで きた。

イ 生徒 は 自ら運動種 目を選択す ることに よって、その種 目に対 して 自分 の能力 ・適性 、 興

味 ・関心 を よ く理解 し、計画的 に運動する ことの大切 さを身 につけ ることがで きた。

ウ 個 人カー ドには、必ず授業 中に感 じた個人の問題点や改善点な どを記 入 した り、 自己評

価 を した りす る ように した。 また、学習 を支える学習 ノー トでは生徒 の課題解 決 につ なが

るア ドバ イス を積極 的に行 った。その ことによ り、課題 を設定 し課題解 決で きる能力が 身

につ き、次 の授 業へ の意欲的 な取 り組みにつなが るこ とがで きた。

工 教師は、生徒 が困 って関わって欲 しい とい う要望が あると き以外 は、出来 るだ け支援 者

の意識 を持 ち、生徒 が中心 になって自主的 ・自発 的に学習活動がで きるように した。 その

結果 、課題 を設定 し課題 を解 決 してい く能力が身につ いてい った。

オ 教師の多 くが選択制の授業 は、1・2年 生の生徒 にはまだ 「計画的 に運動す る能力 や習

慣 が 身についてい ないので無理」 と考 えてい る。 しか し、学習過程や教師のかか わ り方 を

工夫す ることによって、1・2年 生 か らの選択制授業 の実施 は可能であ るこ とが明 らか に

なった。

(2)今 後の課題

ア 生徒の活動 を中心 に据 えた、教 師のかか わ り方の一層 の工夫 と評価 に対す る工夫 。

イ 生徒の希望 に応 え られ るような、教師の幅広いスポーッ種 目の理解 と学習資料 の提供 。

ウ 教 師の選択制授業 についての理解 と教科 内での共通理解 。

工 中学校か らの一貫 した選択 制授業 の計画。
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II研 究の内容(保 健)

1保 健 の課題学習に関す る意識 ・実態調査
・調 査 期 間

・調 査 対 象

・調 査 内 容

平成10年6月 ～7月

都立高等学校 保健体育科教諭138名

都立高等 学校1年228名2年224名 計452名

教師 ア 課題学習 の実施状況、実施理 由、課題 の もたせ方、解 決方法

イ 課題学習で重点 を置 く内容

ウ 保 健のね らい

生徒 授業 の内容 ・方法 に対する希望

(1)調 査結果 と考察

《教 師に対 す る調 査結果》

ア 課題学習 の実施状況 ・実施理 由 ・課題の もたせ方 ・解決方法

(ア〉 課題学 習の実施 について
・課題学 習 を実施 している学校 は49 .3%で 、他 の調査 と比較する と年々増加 傾向にある。
・実施 してい る学年は2学 年が多 い。
・課題の もたせ方 については、生徒の興味 ・関心が大事だと考えている教師が約半数である。

(イ)実 施 している理由 実施 していない理由

イ ウ エ オ

(ア)学 習効果が期待できる

(イ)生 徒の実態に合う

(ウ)教 科 として行っている
(エ)生 徒 との関わりがふえる

(オ)そ の他

イ ウ エ オ カ

(ア)学 習効果が期待できない
(イ)生 徒の実態に合わない

(ウ)教 科として取り入れていない

(エ)時 間や手間がかかる
(オ)実 施方法がよくわからない

(カ)そ の他

・実施 している理 由では 「学習効果が期待で きる」が69 .1%で3分 の2以 上 を占め る。 実 施 してい ない

理 由の 「学習効果が期待 で きない」が18.6%と 低い数値 であるこ とか ら も、課題学習 の効 果 はあ る程

度認め られている と考 え られる。
・実施 していない理 由では、「生徒の実態 に合わ ない」 が50.0%で 一番高 く、「どの よ うに実 施 して よい

か よ く分 か らない」 は、8.6%と 一番低い。実施方法 はわか るが 自校 の生徒 に は合 わな い ととらえて

い る と考 え られ る。

(ウ)課 題の もたせ方 について

(ア)教 師力ある課題を提示し、それについて

生徒力学習を進める。
(イ)教 師力複数の課題を提示 し、その中か ら

生徒力選択 して学習を進める。

(ウ)教 科書等の中から、生徒が自ら課題を

発見し、それについて学習を進める。
(エ)生 活の中で、生徒が自ら課題を発見し、

それについて学習を進める。

(オ)そ の他

・課題の もたせ方 は、「教師が複数の課題 を提示 し、その 中か ら、生徒が選択 して学習 を進め る」 が48.

5%で 一番高い。 また、「生活の中で、生徒 が 自ら課題 を発見 し、それ について学 習 を進 める」 は、41.

2%で あ る。生徒が 自ら課題 を見つけ る過 程 を取 り入れ てい る教師 も少な くない ことがわかる。
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〔勾 課題解決の学習方法

(ア〉文献 研究

(イ)関 連 教科 の教師や 専門家 に聞 く

(ウ)調 査研 究

(エ)実 験 ・実 習

(オ)討 議 法(デ ィベ ー トな ど)

(カ)シ ナ リオ ・ロール プ レイ

(キ)ワ ー ク シー ト

(ク)そ の他

・課題 を解決す る方法 は文献研究が83 .3%で 一番多 く、

心であ ることが分か る。

続 いて調査研 究が73.5%で あ る。 調べ 学習 が 中

イ 今後、課題学習で重点を置 きたい内容

(ア)喫 煙、飲酒、薬物乱用 と健康

(イ)食 事、運動、休養 と健康

(ウ)思 春期 と健康

(エ)環 境汚染と健康

(オ)結 婚 と健康

(カ)医 薬品と健康

(キ)環 境の調和 と健康

・いずれ も生活に密接に関係する内容である。このことから課題学習は 「身近で、日常生活に直接 つな

が りやす く、扱いやすい内容に重点を置 きたい」と考えている教師が多い。

ウ 保健のねらいをどこに置 くか

(ア)知 識 ・理解の習得

(イ)資 料 ・文献等の活用

(ウ)討 輪を したり、意見を発表するカ

(エ)学 習活動における意欲や協力

(オ)課 題を発見し、解決 していこうとするカ
(カ)日 常生活において健康や安全に

留意し、実践す る力
(キ)学 習活動を自己及び相互に評価するカ

・ 「課題 を発見 し、解決 してい こうとする力」 は、61.8%で 、「日常生活 において健康 や安全 に留意 し、

実践す る力」は63%で ある。
・ 「資料 ・文献等 の活用」 は19% 、「学習活動 を自己及び相 互に評価 す る力」 は16.8%と 低 い 数値 であ

るQ

以上の ことか ら、多 くの教師は 「課題 を発見 し、解 決 していこ うとす る力」 や 、 「実 際の 日常 生活

にお いて、健康や安全 に留意 し、それを実践 してい く力」 を身につ け させ るこ とを重点的 なね らい と

考 えていることがわか る。

《生徒 に対する調査結果》

ア 授業の内容に対する希望

(ア)応 急処置

(イ)運 動 と健康

(ウ)精 神 の健康

(エ)食 品の安全

(オ)飲 酒 と健康

(カ)伝 染病 とそ の予 防

(キ)休 養 と健康

(ク)性 感染症 とエイズ

(ケ)食 事 と健康

(コ)喫 煙 と健康

(サ)ご み問題 とリサイ クル

(シ)薬 物乱用 と健 康
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・ 「応急処置」が43 .4%と 多 く、生徒 は応急処置の内容 と方法 を身につけたい と希望 してい る。
・2割 以上の生徒 が希望 している項 目は、第1章 の 「生活行動 と健康」、第4章 の 「疾 病 の予 防活 動」

等 であ る。 これ らは 自分 の生活 に密着 した項 目を学習 したい というこ との表れであ ると考 えられ る。

イ 授業の方法に対する希望

(53.IX)オ

(3.5X)カ
(173X)ア

(6.0紛 イ

(11.3X)ウ

8X)エ

(ア)先 生の講義や説明を聞いて学習する

(イ〉先生に学習するテーマを選んでもらい

(ウ)学 習 したいテーマを自分たちで選び

(エ)プ リン トを使って学習を進める

(オ)ビ デオ ・映画等を使って学習を進める

(カ)そ の他

・ 「ビデオ ・映画等を使って学習を進める」が一番多 く、次いで 「生生の講義や説明を聞いて学習する」

が多い。これは、従来の教師主導型の授業から改善できないでいることが考えられる。
・課題解決型の授業を取 り入れてい く中で、生徒が自主的 ・主体的に課題を把握 し、解決 しようとす る

意欲を高める必要がある。

ウ 自分たちで学習を進めてい く(課 題学習)方 法に対する希望

(4.0%)オ

(9.1%)

(48.7%)

(199%)ア

(18.4%)イ

(ア)文 献や資料を調べて学習を進める

(イ)テ ーマについていろいろな意見を出し

合 う

(ウ)実 験や実習をしながら学習を進める

(エ)学 校外の専門機関等で調べるなどして

(オ)そ の他

・ 「実験 や実習 を しなが ら学習 を進め る」 が48 .7%と 一番多 く、それにイ とエを合 わせ る と76.2%と な

り、生徒 は体験 的 な学 習 を望 んでいる と考 え られる。

エ どの ような ところで調べ たいか

(ア)学 校の図書館

(イ)学 校以外の図書館

(ウ)資 料館や博物館

(エ)役 所などの公共機関

(オ)保 健所や医療施設

(カ)老 人ホームや福祉施設

(キ)大 学などの施設

(ク)企 業や会社など

(ケ)そ の他

・ 「学校の 図書館」 の48 .0%、 「学校以外の図書館」の36。3%を みる と、生徒が今 まで行 って きた学 習 内

容の経験 を もとに回答 している と考 え られ る。

オ 保健の学習が自分の生活に生かされているか

(ア)積 極的に生かしている

(イ)時 々は生かしている

(ウ〉あまり生か していない

(エ)ほ とん ど生かしていない
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カ どのような学習内容が自分の生活に生かされているか

(ア〉食事 と健康

(イ)運 動 と健康

(ウ)食 品の安全

(エ)休 養 と健康

(オ)精 神の健康

(カ)ご み問題 とリサイ クル

(キ)環 境汚染と健康被害の防止

(ク)伝 染病とその予防

(ケ)性 感染症 とエイズ

(コ)喫 煙 と健康

(サ)生 活習慣病

(シ)応 急処置

・1年 生、2年 生 とも第1章 の 「生活行動 と健康」 に関する項 目が多か った。「交通安全 」、「応急処置」、

「環境汚染」、「妊娠 ・出産」、「リハ ビリテーシ ョン」及 び、第4章 の 「疾病の予防」は2年 生で多かっ

た。いずれ も、アの学 習 したい項 目とほとんど同 じ項 目が多 く、興味 ・関心の高い項 目が実生 活 の 中

で も生か されてい ると思われる。

キ 学習 したことを生か しきれないのはなぜか

(ア)学 習が十分に理解で きていない

(イ)自 分の生活で生かせ るような内容でない

(ウ)自 分の生活で生かそ うとする意欲がない

(エ)そ の他

・ 「意欲が ない」、 「生かせ る内容 を学習 していない」が多か った。この ことか ら、学習 したこ とを実生

活で生かす意欲 を もたせ るとともに、内容 を さらに精選 し、興味 ・関心が もて、実生活 に役 立つ 内容

を学習で きるようにす る工夫が必要 である。

2調 査結果の ま とめと仮説の設 定

教師 は課題学習の学習効果 を認め、その実施率 は増 えているが、 さらに生徒 に課題解 決型 の

学習への意識 を もたせ る工夫 をする必要が ある。また、課題の もたせ方 につ いては、教 師が課

題 を示 している場合が多 い。教師は生徒 自身が 自己の 日常生活において健康 を考 え、実践 で き

る力 を身に付 け させ たい と思 ってい るが、生徒 は保健の学習 を自分 の生活 に生 かせ る内容 を学

習 していない と考 えている。 したが って、生徒が興味 ・関心 をもち、実生活 に役立つ 内容 を学

習で きる ような学習 内容 の精選及び学習過程 の工夫が必要であ る。

以上 の調査結果 か ら本研 究では、次の ように研究 の仮説 を設定 した。

仮 説

生徒 が 自ら健康 や安全 につ いて関心 をもち、課題 を把握 し、 自主的 ・自発的 に学 習 を進

め、課題学習 を行 うことに より、生涯 を通 じて健康 な生活 を実践で きる態度や 意志 決定 能

力 を育成す る ことがで きる。
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3研 究 の視点

仮説 の検証 を行 うにあた り、「生活の中で、生徒が 自 ら課題 を把 握 し、 それ につ い て学習 を

進め る」課題学習 を行 うこととした。

そ して、課題学習 の特性 を次 のよ うにとらえ、3つ の柱 をたて、そ こに視点 をあてて研 究 を

進め た。

課題学習の特性

① 興味 ・関心 を生 か し、主体的 に学習 を進め られる。

② 思考力 ・判 断力 ・意志決定能力 を高め るとともに、学習 を生活 に生か しやす い。

③ 生徒 によって学習 の取 り組み に個性 がでる。

↓ む 呂

i学 習過程 ・形態 の工夫1i教 師のかかわ りかたの工夫ii学 習関連項 目の例示i

(1)学 習過程 ・形態の工夫

学習段 階 を 「課題 を把握す る」「課題 を解決す る」「課題 をまとめ る」 の3つ に分 け、 「課題 を

把握 する」 の学習 過程や形態 を工夫する ことに重点 を置 く。

段 階 学習過程 学 習 活 動 学習形態

課題把握 興味 をもつ

与

興味 を広 げる

8

興味 を深め る

8

課題 を決め る

自分の生活 に密着 した ものに気付 く。

友人 とそれぞれの興 味や関心 を交換す る。

自分が興味ある ことについて調べ る。

共通の興味 について発表 ・話 し合 う。

学習課題 を決める。

個 人

グ ル ー プ

個 人

グ ル ー プ

グ ル ー プ

課題解決 仮説の設定

仮説の検証

資料 ・文献 収 集 。

発 表 ・話 し合 い 。

体験 的 学 習(調 査 ・実 験 ・実 習 ・実 踏)。

グ ル ー プ

ま とめ 検証結果の考察

発表

レポ ー ト作 成 。

発 表

グループ

全体
り

ア 課題 を把握す る段 階は、個 々の生徒 自身の生活 におけ る問題 を課題 とす ることが大切 で
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あ る。そ こで、生徒 が 自らの健康上 の問題や疑問に気付 き、それ らを課題 として とらえ、

主体的に取 り組 む ことがで きる ように、学習過程 と して、「興 味 をもつ」 「興味 を広 げ、深

め る」「課題 を決 める」 を設 ける。 また、そ こでの学習形態は 「個人=調 べ」 「グルー プ=

話 し合 い」 を用いる。

イ 課題 を把握 する段 階や解 決する段階 では、 グループ内やグループ間で調べたことを発表 ・

話 し合 う。話す ・聞 くなどの技 能、表現が 身につ くとともに、思考 ・判断す るこ とで正確

な知識や最 新の情 報 を得る ことがで きる。また、 この ことと毎時 間の取 り組み や記録 、評

価 をす ることで、すべての生徒 が主体的 に課題 に取 り組む ことが で きる。

ウ 課題解決の段階で は、調べた事柄等 を もとに仮説 をたて検証 をす る。思考 ・判 断、意 志

決定 を行 うことで、学習 した ことが生活 に生か しやす くなる(行 動変容)と ともに課 題解

決能力が身 に付 く。 したが って、仮説 の検証 はで きるか ぎ り体験 的学習(調 査 、実験 、 実

習 、実踏)を 行 う。

エ ま とめの段 階 は、基礎 的 ・基本的事項 を中心 に知識 ・理解 の定着 を図る。また、仮 説 に

対す る検証結果や今後の課題 についてま とめることで、思 考 ・判 断、意志決定 を行い、 行

動変容 に至 ると考 える。

それぞれの学習内容の基礎 的 ・基本的事項 を全 ての生徒が理解す る ように、発 表は全 体

で学習す る場(全 体学習)と し、十分 に時間 を確保す る。

(2)教 師のかかわ りかたの工夫

ア 「オリエ ンテー シ ョン」や 「課題 を把握(広 げる)段 階」 では、教科書や その他 の資料

などを用いず、生徒が 自 ら興味 ・関心 を もとに学習 をすすめる ように支援 ・助 言す る。

イ 「課題 を把握(興 味 ・関心 を深める)段 階」では、発表や話 し合 いの方法 、グルー プ編

成 について、生徒 の興 味 を深める ように支援 ・助言 する。

ウ 適切 な資料の収集方法や施設(図 書館等)の 利用 の仕方 を助言す る。

エ 「課題 を解決する段 階」 では、体験的学習 を取 り入れ られるように学習 の進 め方 につ い

て助言 や事例 を示す 。

オ 「まとめの段 階」 では基礎 的 ・基本的事項 を明確 に し、内容 を分 か りやす くまとめ よう

に支援 ・助言 す る。 また、発表後 は教師が基礎 的 ・基本 的事項 を中心 に補足や ま とめ を行

い、全ての生徒 に理解 が進 む ように支援す る。

力 全体 を通 して、記 録や 自己評価 ・相互評価のためのプ リン トや ノー トを作成、準備する。

(3)学 習関連項 目の例 示

「課題 を把握 す る段 階」で グループ編成案 を提示する際、個 々の生徒が興味 を もった事 柄

を どの ような観 点で集めたか、 また、教科書の どの項 目と関連が あるのか をプ リン ト等 で 知

らせる。 この ことは生徒 が興 味を広 げ深め ることや課題 を把握す るこ とを支援 するとともに、

取 り扱 えなかった学習項 目や内容 を明 らか に し、その後の学習指導 に役立つ と考 え る。
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4保 健の課題学習の学習指導計画例 「日常生活における健康課題」

学 習のね らい

(1>課 題学 習 を通 して、 自己の健康に関心 をもつ とともに、思 考力 、判断力 を育み、意志 決定能力を身に付 ける。

(2)日 常 の生 活の中か ら健康課題 を把握 し、 自ら課題を解決 してい く能力 と態度 を身に付ける。

[段 階]1学 習 の 流 れi形 態 資料i教 師のかかわりi

配 当時間15時 間

1

時

間

目

2
時

間

目

3
時

問

目

4

・

【
σ

時

間

目

課

題

把

握

興

味

を

持

つ

広

げ

る

興

味

関

心

を

深

め

る

決

め

る

6

学
課

¢

8
題6

9

時 解

間
決

目

オ リエ ンテー ション

興味 ・関心のある事柄 を

あげる

与

個

人

個
人

ノ
ー
ト

任
意
グ

ル
ー
プ

グ

ル
!
プ

ノ
ー
ト

個人で調べる

予備知識を得る

↓

固f

人

個
人

ノ
ー
ト

味 ・関心グループでの

発表 ・話 し合い

関連事項を知る

息

興

味

グ

ル

ー

プ

個

人

ノ

ー

ト

課題および課題学習

グループを決 める

与

学習計画 をたてる

」

仮説の設定

検証方法の検討

」

10 ま
5

15

と時

間 全

目 め 体

学

習

仮説の検証

o

レポー ト作成

」

発表授業

課

題

学

習

グ

ル

1

プ

グ

ル

T

プ

ノ

1

ト

グ

ル
ー
プ

個
人

個

人

ノ

ー

ト

☆ 日常生 活に密着 した健康課題 につい ての

学習を促す。

☆ 自ら課題 を把握 し課題 を解決 してい く学

習を促す。

☆学習の見通 しの理解 。

☆6～8名 程度の グルー プによるブ レイン

ス トー ミングの要領 を示す。

☆グループを巡 回し支援。

・雰囲気作 り

テーマの選び方

テーマに対 する ヒン ト

☆資 料等の事前準備の指示。

☆ 図書館 オリエ ンテー シ ョンの実施。

☆ 共通の興味 ・関心に よるグループ分け。

☆学 習関連項 目の例 を示す。

☆発 表 ・話 し合い に対す る支援。

・要領良い発表

・要点の整理

・広い視野 に立 った思考

・体験 的学習へ の示唆

☆話 し合いに よる、学習課題決定。

☆課題 を決め る過程での、学習 グループの

決定。

☆ 日常生活での健康につながる ような課題

の決定。

☆課題にあわせた学習関連項目の例を示す。

☆今後の学習の見通しや方向性の支援。

☆資料の収 集方法 ・場所等の ア ドバ イス。

(外部図書館 ・公共機関 ・イン ターネ ッ

トなど)

☆課題解決に適 した仮説の検証方法、学習

方法の支援 。

・具体 的な学習方法

・調査 ・研究方法

・調査 ・研究場所

・外部機関への連絡 ・依頼

・実験 ・実習等の準備及 び手順等

・その他

☆基礎 的 ・基本的事項 を明確にする。

☆ レポー トお よび発表用 レジメ作成上の助

言(体 裁 ・内容 ・その他)。

☆適切 な発表方法の指導 ・助 言。

☆他の グループの発表を しっか りと聞き、

健康課題の基礎 ・基本事項の理解を促す。

☆発言内容について補充やまとめを行 う。

i評 価

◇主 旨 ・見通 しを理 解 してい る

か。

◇ 身近 な健康 問題 を とりあげて

い るか。

◇健康 につ いての興味 ・関心

を広げてい るか。

◇興味 ・関心のあることを、しっ

か りと調べ るてい るか。

◇他の人の発表 をよ く聞 き、興

味 ・関心 を深めてい るか。

◇疑問や反論 をあげ られ たか。

◇ 適切な課題 を決めてい るか。

◇ 適切 に学 習計画をたててい る

か。

◇役割分担 を しているか。

◇集め た資 料を検討 し、課題解

決方法 や仮 説の設定 と検証方

法 を決 めているか。

◇課題解決 に向けて、具体的な

取 り組みが積極 的に行えてい

るか。

◇仮説 を検証 することによ り、

課題解決が 行えてい るか。

◇役割分担 を果 た しているか。

◇学習の成果 をまとめているか。

◇発 表を適切 に行えたか。

◇ 他の班の発表 を理解 したか。

◇生活習慣 をあらため る ような

意欲が もてたか。
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5保 健 の課題学習の指 導事例(実 証授業)

「日常生活 における健康課題」

1

2

つ
0

(4)

(5)

段 階 ・時 間:課 題 把 握 の段 階(興 味 ・関 心 を深 め る)15時 間 中4時 問 目

対 象:1年4組41名

本 時 の学 習 内容:共 通 の興 味 ・関心 を持 った事 柄 を調 べ た グ ル ー プで 発 表 し合 い 、 発 表 を

聞 い て得 た知 識 や 疑 問 ・意見 を出 し合 い 、話 し合 う。

本 時 の ね ら い:各 自が調 べ た 内容 を発 表 し、話 し合 う こ とに よっ て 、 健 康 に つ い て の 興

味 ・関心 を広 げ た り、深 め た りす る。

展 開

段階 時間 学習内容 ・活動 教 師 の か か わ り 評 価

1.本 時 の 説 明 。 ・グ ル ー プ の 人数 の 調 整(5 ,6名 程 度)。 ・説 明が理 解 しているか。

は 10 (プリン ト説明とグループ発表) ・他の グループへ の移動 に対す る助言。

2.席 を移 動 して 、 グル ー プ ご (個入で調べ た内容 をもとに、共通の趣 味 ・関心 ・興 味 ・関心 と グル ー プ テ ー

じ とに分かれる。 を持 つグループに分けてお く) マとの関係が理 解 してい る

か 。

め 分 lG.食 生 活 と食 品 の 安 全 、2G.体 格 ・体 力 ・運 動 、3G.疲 労 と回復 、4G.医 薬 品

5G.飲 食 ・喫 煙 ・薬 物 乱 用 、6G.精 神 と健 康 、7G.疾 病 の 発 生 とそ の予 防 、8G.環 境

3.レ ポ ー ト発 表 と要 点 記 録 。 ・レポー ト発表 と要点記録への支援 。 ・要 領 よ く発表 して い る か 。
・要 領 よ くま とめ て い る か 。
・他 の者 の発表 を理解 してい

な 30 る か 。

4.発 表で得た知識や疑問、反 ・広 い視野で考 えられ るように支援
。 ・得 た知識 を書 くこ とがで き

論の記入。 て い る か 。

・疑問 を持 つこ とがで きてい

る か 。
・反論 を書 くこ とがで きてい

る か 。

5.グ ル ー プ で の話 し合 い 。 ・各 グループの活動の把握 と助言。 ・積極 的に参加 しているか。

・解決方法への支援(文 献研 究のみで解 決す るの ・協 力 して い る か 。

か 分 ではな く、体験的学習、実験 ・実習 ・現 地調 査 ・意 見をまとめるこ とがで き

等 で解決 してい く〉。 て い る か 。

・各 グループの進行状況の把握 と、方向性へ の支 ・他 の意見 を理解 しているか。

援 。

ま 10 6。 本 時 の ま とめ ・要点のま とめと発表への支援。 ・グループの方向性 を きめて

と (各 グループでの話 し合いの い るか 。

め 分 状況を発表)

(6)評 価

〈関 心 ・意 欲 ・態 度〉

〈知 識 ・理 解〉

〈思 考 ・判 断〉

〈技 能 ・表現 〉

:本 時 の授 業 に対 して 、積 極 的 に 取 り組 め て い る か 。

:発 表 す る 内容 を十 分 理 解 して い た か 。 また 、他 の 人 の意 見 を理 解 し

て い る か 。

:話 し合 い の 中で 、 自分 の 意 見 を ま とめ て い る か 。

:自 分 の意 見 を簡 潔 に 、分 か りや す く発 表 して い る か。
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6実 証 授 業 の 結 果 と考 察

仮 説 を実 証 す る ため 、課 題 学 習 後 、生 徒 を対 象 に 「保 健 の授 業 に関 す るア ンケ ー ト」 調 査

を実 施 した 。 そ の調 査 結 果 と考 察 は以 下 の 通 りで あ る 。

(ア ン ケー ト対 象:都 立 高 等 学 校2校 第1学 年 男 女129名)

(1)「 健 康 に興 味 ・関 心 を もち積 極 的 に授 業 に参 加 で きた」 が98%で あ った 。 身 近 な 日常 生

活 の 中 か ら、 自 らの 興 味 ・関 心 の あ る事 柄 につ い て 学 習 す る こ と に よ り、授 業 へ 取 り組 む

姿 勢 が積 極 的 に な り、 健 康 につ い て の 意識 を高 め る こ とが で きた 。

(2)「 話 し合 い を通 して 、 身 近 な健康 課 題 を見 つ け る こ とが で きた 」 が95%で 、 話 し合 い を

通 して 、健 康 的 な生 活 を送 るた め の課 題 を把 握 す る こ とが で きた 。

(3)「 話 し合 い の と き、 自分 の 意 見 が言 え 、 ま た他 人 の意見 が 聞けて 良か っ た」 が90%で あ っ

た 。 同様 の 興 味 ・関 心 を持 つ グル ー プ で 、各 自が 調 べ た事 柄 を発 表 し合 っ た り、 話 し合 い

を重 ね て い く う ち に、 健 康 につ い て の興 味 ・関 心 を広 げ た り、 深 め た りす る こ とが で き る

よ うに な り、 健康 課題 に つ い て広 い視 野 か らと らえ 、 また深 く考 え る こ とが で きた 。

(4)「 グ ル ー プ の 中 で各 自が 自分 の役 割 を果 た し、 楽 し く、皆 で課 題 を解 決 す る こ とが で き

た」 が89%で 、単 な る文 献 調 べ で終 わ るの で は な く、話 し合 い や体 験 的 学 習 等 を通 して 、

グ ル ー プ内 で 各 自が役 割 を果 た し、お 互 い に協 力 しあ っ て楽 し く課 題 を解 決 で きた 。

(5)「 検 証 した事 柄 を 、今 後 の生 活 に役 立 て よ う と思 う」 が96%で 、 「家 族 との 食 事 を増 や

し楽 しむ よ う に な っ た。」 や 「添 加 物 の入 っ た食 品 を確 め て 、 で き る だ け 買 わ な い よ う に

す る。」 な ど具 体 的 に 変 化 した 内容 が あ げ られ て い た 。 健康 的 な 生 活 を実 践 す る力 が 高 ま

り、 思 考 力 、判 断 力 が 身 につ き、行 動 変容 に つ なが っ た。

(6)「 体験 的 学 習 や 実 験 、実 地 調 査 、 ア ンケ ー ト調 査 な どの 学 習 が で きて 良 か っ た 。」 と答

えて い る生 徒 は40%と 少 な く、 課題 解 決 に 向 け ての 学 習 方 法 、 利用 施 設等 の 指 導 ・助 言 の

な お 一層 の 工 夫 が 必 要 で あ る。

(7)「 課題 を決 め て い くと き に、教 師 の ア ドバ イス が 役 に立 っ た 。」 が84%、 「教 師 の ア ドバ

イス を、 課 題 解 決 に生 か す こ とが で きた。」 が84%で あ った 。 学 習 段 階 に 応 じて 、 教 師 が

適 切 な ア ドバ イス を した り学 習 関連 項 目を例 示 す る ことは、課題 の設 定 ・学習 計画 の立 案 ・

課 題 の解 決 を進 め て い くうえ で 、効 果 的 で あ った 。

(8)「 発 表 で は 自分 達 の グ ル ー プで 調 べ た 内容 や 考 え た こ とを 、皆 に伝 え る こ とが で きて 良

か っ た。」 が98%で 、 発 表 す る こ とに よ り、 よ り健 康 課 題 を深 くと らえ る こ とが で きた 。

(9)「 発 表 まで の 過 程 で い ろ い ろ調 べ た こ とや 、他 の グ ル ー プの 発 表 を聞 くこ と に よ って 、

健 康 につ い ての 様 々 な知 識 が 身 に付 い た 。」 が95%で あ っ た 。 他 の グ ル ー プ の 発 表 を 聞 く

こ とに よ っ て 、多 くの 内容 を相 互 に学 習 し、健 康 につ いて の 様 々 な知 識 が 身 につ き 、 よ り

広 くよ り深 い 学 習 が で きた。

(正0)課 題 学 習 全 体 と して は 、身 近 な 生 活 の 中 で 、生 徒 が 自 ら課 題 を発 見 し、 解 決 して い く学

習 活 動 を通 して 、 自他 の 健 康 や安 全 につ い て認 識 し、 自主 的 ・主 体 的 に 学 習 を進 め る こ と

が で きた 。 自分 の 生 活 にお い て も積 極 的 に健 康 の保 持 ・増 進 に努 め よう とす る姿勢 が現 れ 、

生 涯 を通 じて 健 康 的 な 生 活 を実 践 で きる態 度 や 意 志 決 定 能 力 の 育成 につ な が っ た 。
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7研 究の ま とめと今後の課題

(1)ま とめ

意識 ・実態調査か ら、

① 教師 は課題学習の学習効果 は認めてお り、その実施率は増 えているが、生徒 に課題解 決 型

の学習意識 を もたせ る工夫 をさらにする必要 があ る。

②課題 の持 たせ方 につ いては、教師が課題 を示 してい る場合が多い。

③ 教師 は、生徒が 自己の 日常生活 において健 康を考 え、実践で きる力 を身につ け させ た い と

考 えているが、生徒 は、保健の学習 を自分 の生活 に生かせ る内容 を学習 していない と考 え

ている。 とい う結果 を得 た。

したがって、生徒が興味 ・関心 を もち、実生活 に役立つ内容 を学習 で きる ような学習 内容

の精選 及び学習過程 の工夫が必要であ ると考え、研究の仮説 を設定 した。そ して、仮説 の実

証 を行 うにあた り、「生活の中で、生徒が 自 ら課題 を発見 し、それにつ いて学 習 を進 め る」

につ いて、①学習過程 ・形態の工夫、②教 師のかかわ りの工夫、③学習 関連項 目の例示 の3

つ の視点 か ら学習計画 を立 て課題学習 を行 った。

その結果 、以下の こ とが明 らか になった。

ア 身近 な 日常生活の 中か ら、 自己の健康 や安全 についての興味 ・関心 をあげることによ り、

自 ら課題 を把握 し、課題解決 に主体的に取 り組 むこ とにつ ながった。

イ グループに よる話 し合 いや、各 自で調べ た事柄 を発表 しあ うことに よ り、健康 につ い て

の興味 ・関心 を広 げた り、深め た りするこ とがで き、健康課題 の把握 につなげる ことがで

きた。

ウ 課題 を把握す る段階で の教師 によるグルー ピングや話 し合い を進 める うえでの支援 及 び

学習 関連項 目の例示等が課題把握の手助 け となった。各学習段 階に応 じて、教 師が適切 な

支援 を行 うこ とが課題学習 に効果があるこ とが分か った。

工 生徒が 自 ら学習計画 を立て、理解 してい くこ とで、健康的な生活行動 につながる意 欲 や

態度が 身に付いた。

オ グループでの話 し合いや体験 的学習 は、課題 を解決 してい くうえでの学習 意欲 や グル ー

プ内で協力す る態度 につ なげる ことがで きた。

力 調査 ・実習 ・実験等の体験 的学習 につ いては、その方法や内容 、場所等 の援助 ・助 言 を

十分 に行 うこ とがで きず 、課題が残 った。

キ 発表形式 による全体学習 を行 うことで、他 グループの学習 内容 を相互 に学習 で き、多 く

の基礎的 ・基本的事項 を生徒 に定着 させ る機会 となった。

(2)今 後 の課 題

ア

イ

ゥ

エ

オ

体験 的学習(調 査 ・実験 ・実習等)を 取 り入れた学 習活動 の支援 。

調査 ・研究活動 における施設(図 書館 ・公共機関 ・民間企業)利 用 の支援 。

体験 的学習 にお ける調査 ・研究活動時の授業時間及び時間割 との関係 。

課題学習の学習内容 と学習指導要領における内容の取 り扱いの関係。

課題学習 の観点 別の評価及 び評定。
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